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い疾患かということがよくわかる。「結核」は最近、NY でも流行して NY 市民はショックを受けた。

































































採択番号  No.１ 
場所）のことを指す。この名称は、1966 年 5 月に国や自治体などの行政機関と報道機関との統一名
称であり、釜ヶ崎とも呼ばれる場所である。この地域の特徴としては、高齢化の比率が日本の平均
よりずっと高く、さらに生活保護世帯の比率がずば抜けて高いことである(高齢化の比率は日本全
国の平均が 24.1 パーセントに対してあいりん地域は 39.7 パーセント、生活保護世帯の比率は日本
全国の平均が 1.7 パーセントに対してあいりん地域は 41.4 パーセントである。前者は 2010 年の国
勢調査によるもの、後者は 2014 年 3 月時点での統計である)。さらに顕著な特徴としては、このあ
いりん地域での結核罹患率がずば抜けて高いことである。人口 10 万人にあたり、日本全国の結核





































りん地域内で居室が用意され、1 日 1400 円が支給される。加えて、定期的に医療車側が訪問し、安
否確認をする。主に三徳寮か地域の居室のどちらかに住まうこととなる。その違いは、結核を人に
移すレベルにあるかどうかにあり、なければ三徳寮、あれば地域の居室となる。 
4.終わりに：以上が調査結果となる。メディアなどで見聞きするよりも、多くのことを学んだ。結
核の感染の仕方には 2 種類あり、上記でも述べた通り、「都市型」と「農村型」である。西成区は
都市型の結核蔓延、それを農村型の解決策で対処しようとしても、解決には繋がらないことも、知
らないことであった。また、アンケート結果からも分かる通り、世間の結核の認知度は低い。若い
人では子供のころ結核予防接種を受けたから大丈夫という人もいるが、それは間違っている。予防
接種の有効期間は 15 年であるから、今の我々のような年代の者に耐性はない。これも先生に聞い
て初めて知った。結核は誰でもかかりうる、日本最大の感染症であることはもっと知られるべきだ
と考える。対処方法はあるのだから、もっとお金をかけるべき、そしてより機能するまで持ってい
くようにするべきなのではないかと思われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
